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思想なき善意と介護殺人 

 
 今年の１０月１２日に神奈川県相模原市で、６５歳の妻を６６歳の夫が刺殺して自首し、

逮捕されました。２００４年８月に筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）の長男（当時４０歳）の

人口呼吸器の電源を切って殺人罪に問われ、懲役３年・執行猶予５年の判決を受けた妻が、

５年後に夫に刺殺された事件でした。 

 ５年前に、文字盤を目で追いまばたきで『死にたい』と訴える息子に、『一緒に逝こう』と

応えて電源を切り、自殺を図った母親を其の時は夫が救い、今度はうつ病で『死にたい』と

言う妻に夫が応えて首を刺して殺し、夫が自首したのです。 

 全身の筋肉が動かなくなって行く進行性の難病に罹ったご長男自身が、人口呼吸器を装着

する事に同意した経緯は解りませんが、ご両親が『どの様な姿でも息子には生きていて

欲しい』と願った事は容易に想像できます。そして医療機器の発達と医療関係者の協力も

善意の後押しとなり、息子が生き続ける事を願い人口呼吸器が装着されたのだと思います。

しかし結果としては、ご夫婦のその善意の判断が、２つの殺人事件を生んでしまいました。 

 頸髄損傷で手足の自由を失った星野富弘氏は、１９８６年に『いのちが一番大切だと

思っていたころ 生きるのが苦しかった いのちより大切なものがあると知った日 生きて

いるのが嬉しかった』と詩っておられます。 

全身の筋肉が萎縮して行き、人口呼吸器を付けても近い将来の死を覚悟しなければならない

状況は、命より大切なものを知らない人にとっては、拷問に匹敵する残酷な意味を持つ事は

容易に想像できる事であり、この事件は『死を受容して生きる』思想を持つ事の重要性を

強く示唆しています。 

 高齢者介護の現場でも最近、人口呼吸器や胃ろう・気管切開を施して延命を図る事例が増

えています。自らは意思表示の出来なくなったお年寄りが殆どであり、 

多くの場合ご家族が延命を望んで処置が行われています。其処では、 

ご本人の生きる意味や価値を問いかける視点よりも、『どの様な姿でも 

生きていて欲しい』とのご家族の想いが優先して判断されています。 

 
≪次ページに続く≫ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

≪前ページより≫ 

 
 しかし、高齢者の終末期や進行性の難病・癌等の末期においては、『生きていたい』

『生きていて欲しい』との想いは最終的には実現せず、死を覚悟した上で今なすべき事を

判断しなければなりません。其処での判断にとって『命より大切なものを知り、今生きて

いる事を喜ぶ』思想の有無が、最大のポイントになってきます。 
ご本人がその思想を持たない場合は、前述のＡＬＳの息子さんのように、延命処置は拷問に

なってしまいます。ご家族や介護者がその思想を持たない場合は、徐々に機能が低下し衰弱

していくご本人を前にして、介護者が苦しくなり疲労し、将来に希望を持てず悲観していき

ます。其の先に、介護家族による虐待や心中や殺人事件が起きているように思います。最近

でも新聞に無理心中や介護殺人事件が頻繁に報道されています。 
 人は、様々な生命を食糧として自らの生命を維持し、社会全体の生産力に限りがある中では、

何処かで見知らぬ人の生命を犠牲にして存在している可能性があります。 
そして様々な他者の死に直面して無常や無情を感じて生きる中で、明日の命は知れずとも、

少なくとも今生きている事を感謝し喜ぶ事を学び、その過程で経験する精神的な葛藤や営みが

様々な思想や信仰心を生み、人間のみが持つ文化や芸術を育んできました。 
自らの存在が本来的に持つ残酷で厳粛な事実を真摯に受止め、老いた人生の締め括り方を

決める覚悟が、社会を構成して生きる人間には求められます。其れを深沢七郎氏が小説

『楢山節考』で明確に表現しています。 
貧しい時代の貧しい集落の中で、老いた生命の完結する営みと新たな生命の誕生する

営みが繋がり、次の世代に社会を引継いでいます。しかし豊かな日本社会で今、老いて完結

する生命が激増する一方で、新たに誕生する生命が急減して、次の世代への引継ぎに黄信号が

灯っています。 
 後期高齢者医療制度や療養型介護施設の廃止等の課題を議論する際には、老いて死を

迎える過程から眼を逸らさず、真摯に向き合う姿勢が求められます。解決に向けては、

命よりも大切なものを知り、今を生きる喜びを感じ、老いと死を受容して生きる思想の

確立が不可欠です。 
善意ではあっても思想の裏打ちのない判断が、悲惨な事件を生んでいる現実から眼を

逸らさずに向き合い、老いた人の死を寿ぐ長寿社会を実現したいと願います。   
長く生きた生命が完結する姿は、人生で最後の自己実現であり、社会で最後の役割を

果たす尊い姿です。其の姿に尊厳を見い出す思想と視点が、善意の判断の基本にあって

欲しい、と心より願います。 

ケアハウス等空き情報 ＜平成２１年 １１月１３日現在＞ 
≪ケアハウス≫ 

・恵泉      ：若干       ・第二ケア恵泉  ：若干 

・シスナブ御津  ：1 人部屋２室   ・あさなぎ    ：２人部屋１室 

・香楽園     ：２人部屋１室   ・青山苑     ：１人部屋２室 

・ｹｱﾊｳｽｱｾﾞﾘｱ   ：１人部屋３室 

         ：2 人部屋 1 室             

 

≪グルーホーム空情報≫      グループホーム憩の家   1 室（２Ｆ） 
   

[問合先]せいりょう園介護相談室   ℡(079)421-7156/(079)424-3433    



 
 

 

機能訓練指導員 鍼灸マッサージ師  橋本圭弘 

 

 「独居」、つまり独り暮らしという言葉の響きは、「人間社会から隔離された独りきり

の生活」、「孤立した生活」、「孤独な生活」、「寂しい生活」等々、人の温かみをあまり感

じさせない好ましくない響きがある。それは、現実に誰にも発見されずに長期間放置さ

れた孤独死のニュースが時々取り上げられているところに原因があるように思う。中に

はこのような死に方とは異なり、施設に入居したり、周りに多くの友達がいる独り暮ら

しの人はそんな事態を招来することはまずない。そうなると、このような環境にある人

は、独居ではないようにも思う。 

一般的に「独居」というのは、よくない言葉のような響きを持って通用している。そ

れは上述のごとく、独居老人が死後何日も発見されなかったり、寂しさに耐えかねて犯

罪を犯したりする者がいると、これはもう悪いイメージをもって広まってゆくのは仕方

がない。しかし、それが独居の人みんなにとって不幸かと言えば、それは各人の解釈ひ

とつであって、それぞれの体験とか信念に従うのではなかろうか。 

 独り暮らしというのは、長い人生の節々において、人生をふり返ったり、先を見通し

たりするのに誰にも邪魔されずにできる点において貴重な時期であるともいえる。ヒン

ドウ教では、人生の理想的な過ごし方として、四住期という考えがある。これは人間の

一生を、学生期、荷重期、臨終期、遁世期の４段階に分けて考えるのである。 

 学生期には、師に絶対服従し、ひたすら学ぶ時期。このような学びの期間が過ぎると、

次は荷重期で、親の選んだ人と結婚し、職業について一家を永続的に繁栄させなければ

ならない。普通はここまでだが、ヒンドウ教の場合は、これに後半の二つの孤独な段階

がさらに加わる。 

 第３の臨終期は、これまでに得た財産や家族を捨て、人里離れたところで暮らす。こ

のような過程を経て、最期の遁世期はこの世への一切の執着を捨て去って、乞食となっ

て巡礼して歩き、遂には野垂れ死にすることを理想としているのである。これがヒンド

ウ教の目指すところの理想的な生き方なのである。 

 この宗教的な孤独生活は、修養のひとつかも知れないが、もっと気楽に誰に遠慮する

ことなく自由奔放に生きろと示唆しているようにも思う。 

 独り暮らしのよい点は、全く自由なことで、誰にも束縛されることなく、誰にも文句

をつけられることがないことである。しかし、それはあくまで自己責任においてのこと

であって、どんな些細なことでも自分で責任を取らなければならないことは言うまでも

ない。 

 ただ、６５歳以上の万引き常習者の２５パーセントの者が独居経験者であったとの報

告もあるようだが、これらの人々は優雅ではあるが寂しい独居生活を乗り越えられず、

孤独という寂しさに心を乱してしまったのであろうか。情けないことだ。実は、お隣の

中国でもこの種の老人が増え、今や「空巣老人」と称され、社会問題化しているそうで

ある。 
 
 
 

独居予備群談義四 



 
 
 

 

今回は加古川町大野にある浄土真宗本願寺派西福寺(サイフクジ)の山田和夫ご住職に

来て頂いた。住職としての名前も勿論お持ちであるが、各方面にて活躍されているので

俗名で通すことが多いとのこと。今回講話の話があって訪問先を「せいりょう園」とお

聞きになり何か因縁めいた思いを持たれたらしい。というのも例の神戸・淡路大震災の

後、ご住職の母上(当時 91 歳)のお加減が悪くなりしばらく「せいりょう園」のデイサー

ビスを利用されたとのことであった。95 歳でご逝去されたらしいが、｢母親がお礼方々伺

いなさいと言ってるように感じました｣と仰る。さて、講話当日の天候は前日と打って変

わって気温も低く、かなりの強風のため受講者の集まり具合を心配したがほぼ例月通り

で、中には今回初めて参加された方も見受けられた。ご住職はご紹介を済ませると合掌

され「南無阿弥陀仏」とご唱和された後、講話を始められた。。 

｢仏教｣には二つの意味があり、一つは仏の教え、すなわちお釈迦様の教えのことであ

り、もう一つは仏になる教え、即ち成仏することである。お釈迦様の教えは「今」の大

切さを説かれる。過去があり、今があって、未来につながる。今を大切に生きなければ

ならない。例えば皆さんがいるこの施設。ここには悩みを分け合う友がいる。世話を焼

いてくれる人達に守られ、沢山の命に恵まれている。(我々が口にする食物はすべて命を

持っていたものばかりである。魚、肉、野菜・・・全て。)ここで金子みすずの詩を引用

される。 

大漁 

  朝やけ小やけだ  大漁だ。  大羽いわしの  大漁だ。 

  はまはまつりの  ようだけど  海のなかでは  何万の 

  いわしのとむらい  するだろう。 

｢今｣には平面的な｢横の今｣と経過的な｢縦の今｣があり、先ほどの｢施設に住み、悩みを分

け合う友がいて、多くの人に守られて・・・｣は｢横の今｣を意味する。 

｢縦の今｣とは地球という同じ星に生まれ合わせたこと。親にも子にも友にも会えるのは

この星に生まれてきたからである。今朝、目が覚めた。間違いなく生きている。皆に会

える。これが｢今｣であり、それが幸せなのである。言われてみれば｢縦の今｣には、ある時

間の流れの中に存在する｢今｣が意識されるのか。いづれにしても｢今｣と｢今を生きること｣

の意義をしっかり意識することはとっても大事な、且つ素敵なことだ感じた。その為ご

住職は｢和顔愛語 先意承問｣(わげんあいご・せんいじょうもん)｢いつもニコニコと優し

いことばを掛け合い、常に相手の気持ちを理解することに努めよう｣。という言葉を紹介

された。 

最後に｢風が吹いたら桶屋が儲かる｣の因果関係について問われた。この因果関係につ

いては、今までに何度も耳にしたが正確には答えられない。 

・風が吹く 

・砂が舞い上がる 

・目に入って、目を患う人が増える 

・盲人が増える 

・盲人が増えると、座頭(三味線弾き)が増える 

 

 仏教講話より ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ  谷澤 高明 




